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欧州特許情報 

欧州統一特許裁判所制度の発効前にしておくべき準備と 

"opt out"の請求方法およびその留意事項 
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１. はじめに 

2016年の国民投票により、英国は EU 離脱を選択しました。英国政府は、2016年の年末に

UPCA（Agreement on a Unified Patent Court：統一特許裁判所に関する協定）を批准すること

を公表しましたが、未だ批准には至っていません。一方、フランス政府は UPCA を既に批准済

みですが、ドイツ政府は、批准の準備状態にあり、未だ、UPCA を批准していません。ドイツ

の連邦議会選挙や英国の EU 離脱交渉の成り行き等によって、ドイツの UPCA 批准日程が大き

く影響されると言われています。 

 

これまで、2017年 12月には単一特許制度および統一特許裁判所制度のパッケージが発効す

ると言われていましたが、最新の情報によれば、2017年 12月には発効されないことが確実に

なりました。 

 

このような状況にはありますが、そう遠くない将来に、UPCA が批准され、単一特許制度お

よび統一特許裁判所制度のパッケージが発効することは確実です。そこで、上記の状況を上手く

利用し、今の段階から新制度において必要とされる諸準備をしておくことが賢明であると考えま

す。そこで、事前に準備すべき重要事項とその留意点等について、以下に説明します。 
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